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アネモネのはなし 2022.02.05 

春の明るく淡い色の花々も中で、ギュッっと濃縮した色彩を放つアネモネ。ヨーロッパ南

部から地中海東部沿岸原産のキンポウゲ科イチリンソウ属の多年草です。春風が吹く頃に

咲き始めることから、ギリシャ語で「風」を意味する anemos が名前の由来です。日本

に伝わったのは、江戸時代末期から明治時代にかけて。和名は「牡丹一華」や「花翁草」、

「牡丹一華」など、華やかな外見からつけられたものが多く見られますが、英語では「風

の花」を意 Wind flower と呼ばれています。古くから愛されてきた花で、各国の神話や

伝説に登場していますが、有名なのはギリシャ神話。美の女神アフロディーテは、美少年

アドニスに恋をしますが、アドニスは無謀にも獰猛な猪に挑んで殺されてしまします。悲

しみにくれたアフロディーテが神酒を注ぐと、流れ出た血から赤い花「アネモネ」が生ま

れたというお話です。ところで、アネモネの艶やかな花弁は実はガクの部分、本当の花弁

は無いって知ってました？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


